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—編集後記—

会員および読者の皆さま，初めまして．私の専門は，
土壌学，土壌化学（に加えて最近は土壌教育も少しか
じっている）でありますが，昨年 4月より編集委員を
担わせていただくことになりました．任期中は，よろ
しくお願いいたします．

さて，「土壌の物理性」第 144 号はいかがだったで
しょうか．本号は，昨年つくば市で開催された 2019
年度土壌物理学会第 61 回シンポジウム「土壌・水環
境のサステナビリティとコロイド界面現象」を特集い
たしました．本シンポジウムにおいて，私は，大変恐
縮ではありましたが，筑波大学の小林幹佳先生ととも
に総合討論の座長を務めました．専門的な質疑は小林
先生にお任せし，私は門外漢の立場から，興味の赴く
ままに講演者の先生方に質問を投げさせていただきま
した．その模様は，総合討論の記事で確認できますの
で，ご覧いただけますと幸いです．

総合討論の終盤，会場から講演者が用いる「団粒」
の定義についてご意見がありました．研究者が各々の
「団粒」のイメージを持つため定義が不明確である，
「団粒とはなにか」について共通理解を深めていくべき
というご指摘で，個人的に強く印象に残りました．私
は以前，小中学校の先生方に土のイメージをお聞きす

ることがあったのですが，先生方は，岩石や鉱物が砕
けてできた大小様々な大きさの「土の粒」（無機的な土
の姿）をイメージすることは出来ても，植物や動物な
どの生物が関わり，形成する有機的な土の姿，すなわ
ち「土壌団粒」をイメージすることは難しいとのこと
でした．これは，現行の教科書においては，無機的な
土を取り上げるに留まっていることが要因の一つとし
てあげられます．私は，子どもたちが環境問題や食糧
生産に興味を持ち，それらと土との関係を理解すると
き，生物と関連した土の姿をイメージして欲しいと考
えています．そのためには，土の調査や研究に従事す
る専門家が，教育現場において，積極的に多様な土の
姿を示していく取り組みが必要です．

「団粒とはなにか」は，今後のシンポジウムのテーマ
にもなり得る重要な問いであると感じました．多種多
様なフィールドを調査や研究の対象とする土壌物理学
会において，子どもたちに伝えたい土の姿といった視
点からも「団粒」の議論を進めていただければと思い
ます．

赤羽幾子（編集委員）
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